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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期
第２四半期
累計期間

第51期
第２四半期
累計期間

第50期
第２四半期
会計期間

第51期
第２四半期
会計期間

第50期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（百万円） 8,222 5,258 4,537 3,058 15,343

経常利益又は経常損失（△）（百

万円）
△388 △160 △81 13 △584

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（百万円）
△618 △57 △303 27 △2,197

持分法を適用した場合の投資利益

（百万円）
4 1 3 1 8

資本金（百万円） － － 2,473 2,473 2,473

発行済株式総数（千株） － － 15,577 15,577 15,577

純資産額（百万円） － － 6,266 4,815 4,826

総資産額（百万円） － － 14,144 11,347 11,602

１株当たり純資産額（円） － － 419.88 322.73 323.48

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）

△41.46 △3.83 △20.34 1.86 △147.24

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － －

自己資本比率（％） － － 44.3 42.4 41.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
904 △253 － － 1,600

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△201 △107 － － △278

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△861 297 － － △1,172

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 513 758 822

従業員数（人） － － 413 392 400

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第50期、第50期第２四半期累計（会計）

期間及び第51期第２四半期累計期間におきましては、１株当たり四半期（当期）純損失金額であり、また、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。第51期第２四半期会計期間においては、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期会計期間において、当社グループ（親会社、当社、当社の子会社及び関連会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 392[47]

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は[　]内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。

２．60才定年制度を採用しております。ただし、本人が希望し会社が必要と認める場合には、嘱託として採用する

ことがあります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

当第２四半期会計期間の生産実績を品目別に示すと次のとおりであります。

品目別
当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　
前年同四半期比（％）

　

化粧部材（百万円） 804 89.6

積層部材（百万円） 709 111.3

構造部材（百万円） 676 55.4

パネル部材（百万円） 225 68.1

合計（百万円） 2,416 78.3

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．当社の事業のうち賃貸事業につきましては、生産活動を行っていないため生産実績は記載しておりません。

(2）商品仕入実績

当第２四半期会計期間の商品仕入実績を示すと次のとおりであります。

品目別
当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　
　前年同四半期比（％）

　

住宅部材他（百万円） 511 73.9

合計（百万円） 511 73.9

　（注）１．金額は仕入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．当社の事業のうち賃貸事業につきましては、商品を取り扱っていないため商品仕入実績は記載しておりませ

ん。

(3）受注状況

当第２四半期会計期間における受注状況を品目別に示すと次のとおりであります。

品目別 受注高（百万円）
前年同四半期比（％）

　
受注残高（百万円） 前年同四半期比（％）

構造部材 589 42.5 182 212.6

合計 589 42.5 182 212.6

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．当社の受注生産品は、構造部材のみであり、他は概ね見込生産品であります。
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(4）販売実績

当第２四半期会計期間の販売実績を品目別に示すと次のとおりであります。

品目別
当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　
 前年同四半期比（％）

　

製　品         

　化粧部材（百万円） 834 85.6

　積層部材（百万円） 708 68.0

　構造部材（百万円） 626 45.6

　パネル部材（百万円） 283 83.6

　その他（百万円） 8 47.4

商　品         

　住宅部材（百万円） 550 74.1

賃　貸         

　賃貸事業（百万円） 45  99.9

合計（百万円） 3,058 67.4

　（注）１．前第２四半期会計期間及び当第２四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販

売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

㈱レオパレス２１ 1,553 34.2 1,195 39.1

稲畑産業㈱ 442 9.7 433 14.2

住友林業㈱ 459 10.1 78 2.6

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

　（1）業績の概況

　　　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、一部に景気回復の兆しが報道されているものの、依然として厳しい

経済環境を背景に、企業収益が低迷するなか、完全失業率が過去最悪を記録するなど景気の先行きが不透明な状

況が続いております。また、当住宅関連業界におきましても雇用・所得環境等の影響により、新設住宅着工戸数は

前年を大幅に下回る状況が続いており、かつて経験したことがない厳しい状況下で推移いたしました。

　　　当期にスローガンとして掲げた「逆境への挑戦！」を具現化すべく、製販一体型の事業運営を中心とした事業改

革と、さらに徹底した合理化と効率化に取り組んでまいりました。

　　　具体的には主要製品である積層部材の事業基盤の強化を図り、分散していた生産拠点の集約による効率化と塗装

ラインの拡充など設備増強による生産体制の強化を図りました。販売面においても、大手建材メーカー、ハウス

メーカーをターゲットとした拡販プロジェクトチームを発足させ、積極的な営業展開を図り受注拡大に努めまし

た。また、カウンターを中心として、生産能力向上による内製化の推進、併せて適正な人員体制の構築、倉庫の集約

化など徹底した合理化、効率化を推進いたしました。

　　　構造部材については、プレカット、住宅パネル及び施設建築を組織として一本化し、集約体制のもと積算設計等に

おけるノウハウの共有化と構造部材のトータル化を戦略とした企画提案営業を行い、耐震性に優れた金物工法と

して定着してきたＳＮ工法の積極的な新規開拓及び拡販を行ってまいりました。また、メーカー営業のあり方を

見直し、主要販売拠点であった名古屋営業所を生産拠点の主力である美濃加茂工場へ移転（中部営業所に改称）

し、製販一体型の事業運営の強化に努めました。

　　　このように「逆境への挑戦！」をスローガンに様々な事業改革や、かつてないほど徹底した経費削減努力及び円

高を背景とした資材コストの低減に傾注いたしましたが、新設住宅着工戸数の激減等著しい住宅需要の低迷の影

響により、極めて厳しい事業運営を余儀なくされました。その結果、当第２四半期会計期間の売上高は30億58百万

円となりました。利益面では、営業利益は22百万円（前年同四半期は、営業損失69百万円）、経常利益は13百万円

（前年同四半期は、経常損失81百万円）となりました。また、四半期純利益は、27百万円（前年同四半期は、四半期

純損失3億3百万円）となりました。

　（2）キャッシュ・フローの状況

　　　　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、7億58百万円となり、前事業年

度末と比較して64百万円減少いたしました。

　　　　当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動の結果使用した資金は72百万円（前年同四半期は得られた資金3億80百万円）となりました。これは主

に仕入債務の増加額5億円、たな卸資産の減少額98百万円及び減価償却費67百万円の得られた資金があったもの

の、売上債権の増加額7億25百万円等の使用した資金によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動の結果使用した資金は35百万円（前年同四半期は使用した資金85百万円）となりました。これは主に有

形固定資産の取得による支出40百万円等の使用した資金によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　財務活動の結果得られた資金は1億40百万円（前年同四半期は使用した資金1億84百万円）となりました。これは

主に長期借入金の返済による支出1億59百万円があったものの、短期借入金の純増額3億円の得られた資金による

ものであります。

　（3）事業上及び財務上対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　（4）研究開発活動

　当第２四半期会計期間における研究開発活動の金額は、22百万円であります。

　なお、当第２四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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　（5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　平成22年３月期の通期の業績予想につきましては、厳しい経済環境を背景に、引き続き新設住宅着工戸数は低調

に推移するものと予測され、かつて経験したことがない厳しい事業運営になるものと思われます。

　このような経営環境のもと、主要製品である積層部材、構造部材における生産設備の増強等による生産体制の強

化・拡充、これら製品の受注拡大に向けた製販一体型の営業力強化など主力事業の経営基盤強化に対する施策を

着実に実行してまいります。

　新規事業においては、従前から開発テーマとして取り組んでまいりました防音階段の生産・供給体制を具体化

し、本格的に事業運営を開始いたします。また、環境、省エネをコンセプトとして開発した遮熱屋根パネルについ

ては、当期に建設した展示・実験棟を積極的に活用するなど市場へのアピールを高め、事業化に向けた取り組み

を強化してまいります。

　経費削減については、役員報酬を含めた大幅な人件費削減のほか、外注加工費、賃借料等あらゆる経費について

徹底的に削減を図り、業績の早期回復に努めてまいります。

　

　（6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社の資金状況は、金融情勢の変化に対する対応と資金コスト削減及び調達構成のバランスを考慮し調達先の

分散、調達方法及び手段等の多様化を図っております。

　資金調達は、原則として、運転資金については、短期借入金で調達し、生産設備などの長期資金は、長期借入金で

調達することを原則としております。平成21年９月30日現在の短期借入金（１年内返済予定長期借入金含む）の

残高は17億99百万円及び長期借入金の残高は14億85百万円であり借入金総額32億84百万円を主力銀行をはじめ

とする金融機関から調達しております。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）重要な設備計画の完了　

　当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備計画のうち、当四半期会

計期間に完了したものは、次のとおりであります。

事業所名 所在地 事業別の名称 設備の内容
投資額

（百万円）　
完了年月

完成後の

増加能力

美濃加茂

第４工場

岐阜県

美濃加茂市
木製品 構造部材加工設備 33平成21年７月 合理化

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。　

　

(3）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、当社の美濃加茂第１第２工場において、積層部材塗装設備（増産）及び積層部材加工設備（増産）は、いずれも

完了予定年月を平成21年９月から平成21年11月に変更しております。また、積層部材塗装（塗料配合）設備（合理

化）は、完了予定年月を平成21年８月から平成21年10月に変更し完了しております。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 39,821,000

計 39,821,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,577,500 15,577,500

東京証券取引所

（市場第二部）

名古屋証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株　

計 15,577,500 15,577,500 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額　　　　（百
万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成21年７月１日～　

平成21年９月30日　
－ 15,577,500 － 2,473 － 2,675

（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　住友商事株式会社 東京都中央区晴海一丁目８番11号 7,476 47.99

　原田　義雄 神奈川県厚木市 1,500 9.62

　セブン工業社員持株会 岐阜県美濃加茂市本郷町六丁目11番15号 539 3.46

　セブン共栄会 岐阜県美濃加茂市本郷町六丁目11番15号 408 2.62

　杉山　榮弘 岐阜県加茂郡白川町 313 2.01

　住友林業株式会社 東京都千代田区大手町一丁目３番２号 231 1.48

　院庄林業株式会社 岡山県津山市二宮22番１号 200 1.28

　杉山　義博 愛知県春日井市　 116 0.74

　杉山　計弘 岐阜県加茂郡坂祝町 110 0.70

　株式会社レオパレス２１ 東京都中野区本町二丁目54番11号 108 0.69

計 － 11,003 70.63

　（注）上記のほか、当社が実質的に所有している自己株式が657千株あります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 657,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,768,000 14,758 －

単元未満株式 普通株式 152,500 －
一単元（1,000株）

未満の株式　

発行済株式総数 15,577,500 － －

総株主の議決権 － 14,758 －

　（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２．「完全議決権株式（その他）」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式9,000株（議決権の数9個）

及び株主名簿上は当社名義となっており、実質的に所有していない株式1,000株（議決権の数1個）が含まれ

ておりますが、議決権の数の欄には含まれておりません。

　

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

セブン工業株式会社
岐阜県美濃加茂市本

郷町六丁目11番15号
657,000 － 657,000 4.21

計 － 657,000 － 657,000 4.21

　（注）上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が1,000株（議決権の数１

個）あります。

なお、当該株式数は上記「①発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の中に含まれております。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 110 110 117 140 135 128

最低（円） 93 98 99 116 114 115

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成20

年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期会計期間（平成

21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成

21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを

受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四

半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

　　資産基準　　　　 　0.81％

　　売上高基準　　　 　0.02％

　　利益基準　　　   　0.23％

　　利益剰余金基準　 　2.17％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 758 822

受取手形及び売掛金 3,687 3,996

商品及び製品 236 283

仕掛品 358 300

原材料及び貯蔵品 718 691

その他 141 153

貸倒引当金 △62 △63

流動資産合計 5,837 6,183

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※2
 1,246 1,255

土地 ※2
 2,993 2,993

その他（純額） ※2
 634 553

有形固定資産合計 ※1
 4,874

※
 4,802

無形固定資産 180 190

投資その他の資産

投資有価証券 259 211

その他 237 255

貸倒引当金 △42 △42

投資その他の資産合計 454 425

固定資産合計 5,510 5,418

資産合計 11,347 11,602
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（単位：百万円）

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,653 3,118

短期借入金 1,799 1,772

未払法人税等 14 18

賞与引当金 50 100

その他 366 403

流動負債合計 4,883 5,412

固定負債

長期借入金 1,485 1,215

退職給付引当金 66 40

役員退職慰労引当金 80 89

その他 16 18

固定負債合計 1,648 1,363

負債合計 6,532 6,775

純資産の部

株主資本

資本金 2,473 2,473

資本剰余金 2,675 2,675

利益剰余金 △135 △78

自己株式 △239 △238

株主資本合計 4,773 4,831

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 41 △4

評価・換算差額等合計 41 △4

純資産合計 4,815 4,826

負債純資産合計 11,347 11,602
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 8,222 5,258

売上原価 7,793 4,731

売上総利益 429 527

販売費及び一般管理費 ※1
 810

※
 672

営業損失（△） △381 △145

営業外収益

受取配当金 18 4

仕入割引 3 0

受取手数料 2 2

その他 6 4

営業外収益合計 30 12

営業外費用

支払利息 24 22

売上割引 12 5

その他 1 0

営業外費用合計 37 28

経常損失（△） △388 △160

特別利益

固定資産売却益 0 3

貸倒引当金戻入額 － 1

賞与引当金戻入額 － 99

抱合せ株式消滅差益 300 －

その他 － 12

特別利益合計 300 117

特別損失

固定資産売却損 2 0

固定資産廃棄損 5 6

たな卸資産評価損 82 －

事業整理損失引当金繰入額 ※2
 215 －

保険解約損 － 1

減損損失 34 －

特別損失合計 341 8

税引前四半期純損失（△） △429 △51

法人税、住民税及び事業税 5 5

法人税等調整額 184 △0

法人税等合計 189 5

四半期純損失（△） △618 △57
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【第２四半期会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 4,537 3,058

売上原価 4,203 2,705

売上総利益 334 352

販売費及び一般管理費 ※1
 403

※
 329

営業利益又は営業損失（△） △69 22

営業外収益

受取配当金 0 0

仕入割引 1 0

受取手数料 1 1

その他 2 3

営業外収益合計 6 4

営業外費用

支払利息 11 11

売上割引 6 2

その他 0 0

営業外費用合計 19 14

経常利益又は経常損失（△） △81 13

特別利益

固定資産売却益 0 0

賞与引当金戻入額 － 25

特別利益合計 0 25

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産廃棄損 3 6

事業整理損失引当金繰入額 ※2
 215 －

保険解約損 － 1

特別損失合計 219 8

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △300 30

法人税、住民税及び事業税 2 2

法人税等調整額 △0 △0

法人税等合計 2 2

四半期純利益又は四半期純損失（△） △303 27
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △429 △51

減価償却費 275 131

負ののれん償却額 △1 △1

減損損失 34 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 24 △1

事業整理損失引当金の増減額（△は減少） 215 －

受取利息及び受取配当金 △18 △4

支払利息 24 22

抱合せ株式消滅差損益（△は益） △300 －

固定資産除売却損益（△は益） 8 3

売上債権の増減額（△は増加） △111 309

たな卸資産の増減額（△は増加） 952 △37

仕入債務の増減額（△は減少） 221 △460

その他 48 △152

小計 944 △243

利息及び配当金の受取額 18 4

利息の支払額 △23 △23

法人税等の支払額 △34 △11

法人税等の還付額 － 20

営業活動によるキャッシュ・フロー 904 △253

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の償還による収入 50 －

有形固定資産の取得による支出 △231 △106

有形固定資産の売却による収入 2 1

その他 △21 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △201 △107

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △750 △100

長期借入れによる収入 200 700

長期借入金の返済による支出 △273 △302

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △37 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △861 297

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △158 △64

現金及び現金同等物の期首残高 427 822

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 245 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 513

※
 758
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　債権の貸倒れの損失に備えるため、四半期末の一般債権については、直近事

業年度の貸倒実績率に貸倒懸念債権等特定の債権を加味した貸倒実績率によ

り、貸倒見積高を計上しております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっております。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

【追加情報】

該当事項はありません。　

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成21年９月30日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、 5,184百万円で　　

　あります。

※　　有形固定資産の減価償却累計額は、5,209百万円で　　　

あります。

※２　担保に供している資産は次のとおりであります。
　
　建物 508百万円

　土地 618　

　その他（構築物） 60　

　　計 1,187　

――――――
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（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

販売運賃 258百万円

役員報酬及び給料手当 220 

賞与引当金繰入額 31 

役員退職慰労引当金繰入額 5 

退職給付費用 11 

貸倒引当金繰入額 24 

※２　事業整理損失引当金繰入額は、構造建材部門の廃止に

関わる機械装置等の動産設備の処分見込額等を計上し

ております。

販売運賃 168百万円

役員報酬及び給料手当 220 

賞与引当金繰入額 12 

役員退職慰労引当金繰入額 5 

退職給付費用 18 

　

――――――

前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

販売運賃 137百万円

役員報酬及び給料手当 109 

賞与引当金繰入額 13 

役員退職慰労引当金繰入額 3 

退職給付費用 5 

貸倒引当金繰入額 2 

※２　事業整理損失引当金繰入額は、構造建材部門の廃止に

関わる機械装置等の動産設備の処分見込額等を計上し

ております。

販売運賃 86百万円

役員報酬及び給料手当 106 

賞与引当金繰入額 6 

役員退職慰労引当金繰入額 2 

退職給付費用 8 

　

――――――

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在） （平成21年９月30日現在）

 （百万円）

　現金及び預金勘定 513

　現金及び現金同等物　 513

　

 （百万円）

　現金及び預金勘定 758

　現金及び現金同等物　 758
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（株主資本等関係）

　当第２四半期会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年

９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　15,577千株　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　   657千株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。

（有価証券関係）

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

（デリバティブ取引関係）

ヘッジ会計を適用しておりますデリバティブ取引は、開示対象から除いておりますので該当事項はありません。

（持分法損益等）

 
前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

持分法を適用した場合の投資利益の金額

（百万円）
4 1

 
前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

関連会社に対する投資の金額（百万円） 27 27

持分法を適用した場合の投資の金額

（百万円）
168 169

持分法を適用した場合の投資利益の金額

（百万円）
3 1

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。　

　

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成21年９月30日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 322.73円 １株当たり純資産額 323.48円

２．１株当たり四半期純損失金額等

前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △41.46円 １株当たり四半期純損失金額（△） △3.83円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純損失（△）（百万円） △618 △57

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（百万円） △618 △57

期中平均株式数（千株） 14,927 14,920

前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △20.34円 １株当たり四半期純利益金額 1.86円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万円） △303 27

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（百万円）
△303 27

期中平均株式数（千株） 14,926 14,920

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のリース取引につい

ては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っておりますが、当第２四半期会計期間末におけるリー

ス取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月13日

セブン工業株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 稲越　千束　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松岡　憲正　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 豊田　裕一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセブン工業株式会社

の平成20年4月1日から平成21年3月31日までの第50期事業年度の第２四半期会計期間（平成20年7月1日から平成20年9月30

日まで）及び第２四半期累計期間（平成20年4月1日から平成20年9月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期

貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸

表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、セブン工業株式会社の平成20年9月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第

２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　追記情報

　「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．に記載されているとおり、会社は当第２四半期累計

期間において「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用しているため、当該会計基準により四半期財務諸表を作成して

いる。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月12日

セブン工業株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 稲越　千束　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 豊田　裕一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセブン工業株式会社

の平成21年4月1日から平成22年3月31日までの第51期事業年度の第２四半期会計期間（平成21年7月1日から平成21年9月30

日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年4月1日から平成21年9月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期

貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸

表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、セブン工業株式会社の平成21年9月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第

２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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